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～皆様が心から安心して暮らせる安全な価を実現するために～

い
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大分県交通安全協会では、皆様からご協力いただいてい

る入会費2,000円を財源に、悲惨な事故を4件でも減らす
ため、県下全域でこどもさんや高齢者の方々に対する交通

安全教室の開催、街頭での事故防止汚動・広報汚動等の交

通安全活動を行つています。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
を
は
じ
め
県
民
の
皆
様
方

に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新

年
を
ご
家
族
お
揃

い
で
お
迎
え

の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
か
ら
皆
様
に
は
交
通

安
全
活
動
に
深

い
ご
理
解
と
ご
協

力
を

い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
当
協
会
は
県
知
事
の
認
可

を
得
て
今
年
で
七

一
年
目
を
迎
え

ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
方
の
多
大
な

る
ご
支
援
の
下
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま

で
県
民
の
皆
様
が
コ
父
通
事
故
の
被

害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
ま
せ

ん
よ
う
に
」
と
願
い
な
が
ら
、
「
子
供

や
高
齢
者
に
対
す
る
交
通
安
全
教

育
」
や

コ
父
通
事
故
防
止
の
広
報
啓

発
活
動
」
等
に

一
九
と
な

っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
第
十

一
次
大
分
県
交
通

安
全
計
画
の
最
終
年
に
あ
た
り
ま

し
た
が
、
歩
行
者
が
犠
牲
に
な
る
交

通
死
亡
事
故
が
多
く
発
生
す
る
等
、

残
念
な
が
ら
目
標
値
で
あ
る

「交
通

事
故
死
者
数
を
三
四
人
以
下
、
重
傷

者
三
二
〇
人
以
下
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
県
下
各
地
域
に

お
い
て
交
通
安
全
活
動
に
携
わ
る
皆

様
方
が
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
最

大
限
の
安
全
教
育
活
動
や
啓
発
活
動

を
献
身
的
か
つ
積
極
的
に
展
開
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
か
ら
始
ま
る
第
十
二
次
大
分

県
交
通
安
全
計
画
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
県
に
お
い
て
策
定
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
ま
す

が
、
大
分
県
交
通
安
全
協
会
と
し
ま

し
て
は
、
県
や
警
察
を
は
じ
め
、
関
係

機
関

・
団
体
並
び
に
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
方
と
緊
密
な
連
携
を

図
り
、
交
通
事
故
の
な
い
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
、
本
年
も
「交
通
安
全
協
会
の

活
動
」
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
よ
り

一
層
の
ご
支
援

・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、

幸
多

い
平
穏
な

一
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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自転車に対する青切符の導入
|

す

(公財)大分県交通安全協会

会長 杉原 正晴 令和 8年 4月 1日から、自転車に対しても交通反則通告
制度 (いわゆる「青切符」)が適用されます。

対象年齢 :16歳以上
対象となる違反及び反則金の例

○ 携帯電話使用等 (ながら運転)12, 000円
○ 信号無視          6, 000円
○ 車道の右側通行       6, 000円
○ 一時不停止         5, 000円
○ その他多数の違反が対象になります。

自転車安全利用五則

4 車道が原貝」、左側通行
歩道は例外、歩行者をl憂先
2 交差点では信号と一時停止を守つて、安全確認
3 夜間はライ トを点灯
4 飲酒運転 lよ禁止
5 ヘルメットを着用
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年頭のぜ挨拶
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
か

ら
地
域
に
お
け
る
街
頭
活
動
な
ど
、
交
通

事
故
防
止
の
た
め
に
多
大
な
ご
尽
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
交
通
事
故
の
発
生
件
数

・

負
傷
者
数
と
も
に
減
少
し
た
も

の
の
、
交

通
事
故
に
よ
る
死
者
数
及
び
重
傷
者
数
が

大
き
く
増
加
し
ま
し
た
。
特
に
、
死
者
数

は
四

一
人
と

一
昨
年
に
比
べ
十
三
人
増
加

し
、
十

一
月
二
五
日
に
は
十
二
年
ぶ
り
に

「交
通
死
亡
事
故
多
発
　
全
県
交
通
非
常

事
態
宣
言
」
を
発
令
す
る
な
ど
、
厳
し
い

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。　
一
方
で
、
こ
ど
も

が
犠
牲
と
な
る
交
通
死
亡
事
故
は
令
和
三

年
以
降
発
生
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
も
日
頃

の
交
通
安
全
指
導
や
、
幼
稚
園
、
保
育
所

・

小
学
校

に
お
け
る
交
通
安
全
教
室
な
ど
、

皆
様

の
真
摯
な
取
り
組

み

の
賜
物

で
あ

り
、
そ
の
ご
尽
力
に
深
く
敬
意
を
表
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

県
で
は
、
今
後
も
ド
ラ
イ
バ
ー

・
歩
行

者
観
方
に
向
け
た
街
頭
活
動
や
広
報

の
強

化
に
加
え
、
高
齢
者

の
事
故
防
止
、
横
断

歩
道
で
の
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
、
自
転
車

等
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
な
ど
の
対

策
を
関
係
機
関
や
貴
協
会
と
連
携
し
、　
一

層
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
大
分
県
民

の
交
通
安
全
意
識
が
よ
り
向
上
す
る
よ
う

引
き
続
き
ご
支
援

・
ご
協
力
を
お
願

い
中

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
方

の
ご
多
幸
と
、
貴
協

会

の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
よ
り

祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
あ

い
さ

つ

と
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い

ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
交
通
安
全
活

動
は
も
と
よ
り
、
警
察
業
務
各
般
に
わ
た

り
、
深

い
ご
理
解
と
温
か

い
ご
支
援
を

賜

っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年

の
交
通
情
勢
に
つ
き
ま
し

て
は
、
交
通
事
故
発
生
件
数
は
二

一
年
連

続
で
減
少
し
た
も

の
の
、
最
も
抑
止
す

べ

き
交
通
事
故
死
者
数
が
四

一
人
と
令
和
二

年
以
来
五
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
ま
し
た
。

昨
年

の
特
徴
と
し
て
、
歩
行
者
が
犠
牲

と
な
る
死
亡
事
故
が
前
年
比
プ
ラ
ス
十

一

件

の
十
六
件
と
大
幅
に
増
加
し
、
本
来
歩

行
者
が
無
条
件
で
守
ら
れ
る
べ
き
横
断
歩

道
上
で
も
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
運
転
者
に
対
し
て

「横

断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
」
と

の
意
識
を
更

に
徹
底
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

一
方
、
歩

行
者
側
に
も
信
号
無
視
な
ど
の
法
令
違
反

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
は
運
転

者

・
歩
行
者
漑
方

へ
の
対
策
を
強
力
に
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
四
月
か
ら
は
、
自
転
車

の

交
通
違
反
に
対
す
る
交
通
反
則
通
告
制
度

が
開
始
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
課
題
に
取
り
組
み
、
交
通
事
故

の
な
い
安
全
で
安
心
な
大
分
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
皆
様
方

の
ご
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
お
力

添
え
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
貴
協
会
の
更
な
る
ご
発
展
と
、

皆
様
方

の
ご
健
勝

・
ご
多
幸
を
祈
念

い
た

し
ま
し
て
、
年
頭

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

9
交通会食協会支部長からひとこと

大 分 東 大 分 中央大 分 南別 府

大分県警察本部長

幡 野 徹
人
も
車
も
優
し
い
マ
ナ
ー
と

思
い
や
り
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
無

事
故
の
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

人
に
や
さ
し
く
思
い
や
り
の

あ
る
運
転
を
呼
び
か
け
、
無
事
故

の
街
を
目
指
し
ま
す
。

脹瀞
祓
勢幼軒

「地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
」
と
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
、
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
。

来
る
人
も
、
迎
え
る
人
も
優
し

い
気
持
ち
で
安
心
安
全
な
湯
の

ま
ち
別
府
を
目
指
し
ま
す
。

交
通
安
全
の
声
か
け
か
ら
人
も

車
も
思
い
や
り
の
あ
る
安
全
安
心

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

一
丸
と
な

っ
て
、
交
通
事
故

抑
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

ゆ
ず
り
合
い
と
思
い
や
り
の

大
切
さ
を
呼
び
か
け
、
事
故
の
な

い
地
域
を
目
指
し
茨
す
。

新
し
い
年
も
思
い
や
り
と
ゆ
ず

り
あ
い
の
心
で
ゆ
っ
く
り
と
力
強

く
駆
け
抜
け
ま
し
ょ
う
。

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
と
声

掛
け
活
動
の
推
進
で
、
地
朝
の
事

故
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
の
皆
様
と
安
全
で
人
に

や
さ
し
い
交
通
環
境
実
現
の
た
め

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

交
通
死
亡
事
故
の
な
い
安
心

・

安
全
な
日
田
市
を
目
指
し
て
交

通
安
全
港
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

運
転
者
の
時
も
歩
行
者
の
時
も

常
に
感
謝
と
思
い
や
り
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

模
断
歩
道
で
の
歩
行
者
優
先

の
徹
底
を
呼
び
か
け
、
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
。

市
民
の
呼
び
掛
け
無
事
故

・

無
違
反

「安
全
で
笑
顔
の
街
佐
伯

市
」
を
目
指
し
ま
す
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
継
続
で

き
る
町
づ
く
り
を
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

関
係
機
関
、
△不
員
の
方
々
と
連
携
を

取
り
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心

な
住
み
よ
い
臼
杵
市
を
目
指
し
ま
す
。

大分東支部長

後藤 芳正
大分中央支部長

橋本 仁

別府支部長

山口努

杵 築 日出国 東豊 後 高 田宇 佐

宇佐支部長

赤松 健一郎
豊後高田支部長

榎本 善仁
国東支部長

野田 忠治
杵築日出支部長

三浦 正臣

玖 珠 中 津日 田竹 田

竹田支部長

都築 員守
日田支部長

渡辺 孝裕
玖珠支部長

梅木建造
中津支部長

武内竜一郎

豊 後 大野臼 杵 津 久見 佐 伯

臼杵支部長

牧 宣雄
津久見支部長

伊東 忠支
佐伯支部長

岩木悟
豊後大野支部長

佐藤 英介
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令和 8 交 通 安 全 年 間 ス ロ ー ガ ン 内齢 理大醒 偏 優秀働

(―財)全日本交通安全協会と毎日新聞社の共催により募集された交通安全を叩びかける今年の年間スローガンが決定されました。

●運転者 (同乗者含む)に呼びかけるもの … 急 ぐ ほ ど 狭 ま る 視 野 と 増 す リス ク
(埼玉県 植田郁男様)

0歩行者等に□平びかけるもの………………親を見て 〒供も止まる 赤信号
(大阪府 宮脇 務様)

0こ どもたちに交通安全を呼びかけるもの … 車 か ら  ぼ く た ち み え な い  手 を 上 げ よ う
(埼玉県 木村悠人様)
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令和 7年 12月 3日、日本生命保険相互会社大分支社より「地
域振興寄付金どの贈呈を受けました。

同社では、交通事故の抑止・減少を目的に、地域の皆様の交通

安全意識向上を図るため交通安全アンケートを実施しており、そ

の取り組みの一環として本会にご寄付いただいたものです。

贈呈式では、交通安全アンケートの結果報告が行われ、令和6
年 11月 から自転車運転中のスマー トフォン等使用による「なが
ら運転」 (いわゆる「ながらスマホ」)の罰則強化や、「自転車の酒
気帯び運転」んヾ新たに罰則対象となつたことについて、大分県で

は全国に比べ認知度が低いことが報告されました。

本会では、この結果を踏まえ、自転車のルールや安全な乗り方

の周知徹底に努め、交通事故防止に向けた啓発活動をさらに推進

してまいります。

日本生命保険相1互会社大分支社より

「地域振興寄付金」を贈呈いただきました I
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